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長期生存中の胃平滑筋肉腫肝転移の2例

西宮市立中央病院外科

池田 公 正  柴 田 信 博  藤 本 直 樹

相川 隆 夫  檜 垣 直 純  野 口 貞 夫

長期生存中の胃平滑筋肉腫肝転移の 2例 を経験 した。症例 1は 70歳の男性で,噴 門側胃切除後 1年

7か 月目に肝転移を認め,肝 部分切除および門脈内注入化学療法を施行した。肝切除後 3年 5か 月無

再発生存中である.症 4/12は51歳の男性で,術 後の残胃に発生した平滑筋肉腫例である。残冒全摘後

2年 8か 月目に肝に転移を認めた。肝動脈基栓術を計 3回施行し,腫瘍の縮小は認めなかったものの,

肝転移の診断より4年 10か月生存中である。胃平滑筋肉腫の肝転移の予後は不良といわれているが,

いずれの 2症 711も長期生存を得ている。また本邦における肝切除術164211の術後平均生存期間は19。1か

月であ り, これらの中にも2年 以上の長期生存例が 5例認められた。胃平滑筋肉腫の肝転移に対して

は,適 応があれば肝切除術を施行し,適 応のないものに対しては肝動脈塞栓術を反復施行して延命効

果を期待すべきであると思われた。
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はじめに

胃平滑筋肉腫は血行性転移再発を生じやす く, この

場合の予後は不良である1).われわれは長期生存中の

胃平滑筋肉腫の肝転移 2211を経験 したので,若 子の文

献的考察を加えて報告する,

症例 1:70歳 ,男 性

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :40歳時に心筋梗塞.65歳 時に胃十二指腸潰

瘍

現病歴 :1987年 2月 食欲不振および 6か 月間で5kg

の体重減少を主訴に来院した,精 査の結果胃平滑筋肉

腫 と診断され,1987年 3月 4日 噴門側胃切除術を施行

した。腫瘍は胃体上部大彎側にあり,左 横隔膜および

陣臓への浸潤を認めたため, これらの合併切除を行っ

た。腫瘍径は21×8cmで あったが リンパ節転移は認め

なかった。組織学的には異型性は低 く,mitotic rateも

低 く,low grade malignancyと 考えられた (Fig.1).

術後経過 :退院後外来通院していたが,1988年 10月

25日(胃切除より1年 7か 月日)超音波にて肝 S4,5に低
エコー域を認め,computed tomOgraphy(以 下 CT)

にて同部位に低吸収域を認めた(Fig.2).血 管造影で
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Fig. I Histological findings (Case 1 primary site,
H.E. stein, x50); mild atypia and low mitotic
rate which mean low histologic grade.

は同部の肝内動脈の増生 ・中断 。encasementを認め

た。

胃平滑筋肉腫肝転移の診断のもと,1988年11月30日

肝 S4,5部分切除および門脈内カニュレーションを施行

したo S4転移巣 は径1.5cm,S5転 移巣 は径2 5cmで

あった。組織学的には異型性が強 く,mitotic rateも高

く,high grade malignancyと考えられた (Fig。3),

術後経過は良好で,術 後17日目に退院した。以降外来

にて門脈内注入による化学療法を続け (抗癌剤総投与

量ア ドリアマイシン10mg,マ イ トマイシンC l18mg,
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Fig. 4 Histological findings (Case 2 primary site,

H.E. stein, x 50) ; marked atypia and high mitotic

rate which mean high histologic grade.

Fig. 5 CT shows two low-density area (S3, 8) at

2 year and 8 months after gastrectomy. (Case 2)

年 8か 月日)超 音波にて肝 S3やに低エコー域を認め,

CTに て同部位に低吸収域を認めた (Fig.5)。血管造

影では腫瘍血管の増生を認めた。

以上の所見より残胃平滑筋肉腫の肝転移 と診断 し

た。患者が手術を拒否したため,1987年 7月 22日より

計 3回 の肝動脈化学塞栓術 (抗癌剤総投与量ア ドリア

マイシン100mg,マ イ トマイシンC10mg)お よび経 田

化学療法 (UFT 300～600mg/日 )を施行した。S8の転

移巣は初回の肝動脈塞栓術よリリピオ ドールの集積を

認め,腫 瘍の増大は認めなかったが,S3の 転移巣は初

回および 2回 目の肝動脈塞栓術にてもリピオ ドールの

集積はほとんど認められず,そ の後腫瘍は増大し,そ

の結果現在では (肝転移の診断より4年 10か月)両 葉

に多発性に転移巣を認め(Fig。6), さらに左第 7, 8

肋骨にも転移を認めている。

Fig. 2 CT shows two low-density area (S4, 5) at

1 year and 7 months after gastrectomy. (Case l)

Fig. 3 Histological findings (Case I liver metas-

tasis, H.E. stein, x50); marked atypia and high
mitotic rate which mean high histologic grade.

5-フルオロウラシル6,500mg),1992年4月 (肝切除よ

り3年 5か 月)無 再発生存中である。

症例 2:51歳 ,男 性.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :37歳時に胃漬瘍にて幽門側胃切除術.

現病歴 :1984年8月検診における上部消化管造影に

て残胃に異常陰影を指摘され,精査 目的にて来院した。

残胃平滑筋肉腫の診断のもと,1984年 10月3日残胃全

摘,際 尾 ・陣合併切除術を施行した。腫瘍は噴門直下

後壁にあ り,腫瘍径は8×7.5cmで あった。隣接臓器ヘ

の浸潤および リンパ節転移は認めなかった。組織学的

には異型性が強 く,mitotic rateも高 く,壊死も認めら

れ,high grade malignancyと考えられた (Fig。4).

術後経過 t術後 1か 月目より7か 月間経 日化学療法

(シクロフォスファミド100mg/日)を施行し,その後も

外来通院していたが,1987年 6月 5日 (胃切除より2
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は12～59%のと報告され,中 でも肝転移がもっとも多

く12.0～42,8%いいとされている。腹膜播種および リン

パ節転移はまれである。.本 腫瘍の予後因子 としてさ

まざまなものが提唱されているがゆ,Cliveら のによる

多変量解析では,腫 瘍径およびhistologic gradeのみ

が重要な予後因子である。また原発巣の手術方法 とし

ては, リンパ節郭清を伴 う胃切除術 と広範囲局所切除

とが比較検討されてお り,治 癒切除が施行されれば両

者の間で予後に関する有意差は認められていない. 5

年生存率の報告は20～80%以 上21-りゆりとさまざまであ

るが,一般的に胃癌に比べれば予後良好であるの。しか

し肝転移症例の予後は不良であ り,Appelmanら 'の

報告によれば,肝 転移の診断から死亡まで平均 8か 月

とされている。肝転移に対する治療法 としては肝切

除 ・肝動脈塞栓術 ・肝動脈注入化学療法などが施行さ

れているが,お のおのの症例数が少ないためこれらを

評価するには至っていない。一般に転移性肝腫瘍に対

する手術適応は,1.原 発巣が根治可能であること,2.

Table 1 Cases of resection of liver metastasis from gastric leiomyosarcoma

Case Author Year Age Sex Type of
gastrectomy

Interval between

協普桟鯉隠搭鷲 Type of liver resecstions Prognosis

1 Yasudall F Total 36M Extended rt. lobectomy 15M,Alive

2 Higashijima 1980 Subtotal 12M lM,Alive

3 Hiran012) F Total 10M TAE十金塁名退君亀占ぢ呂↓ 9M,Alive

4 Kondou 1983 12～24M 一
 ,Dead

5 Arailつ M Total OM Partial resection (lt. lobe) 25M,Dead

6 Arallゆ F OWI Lt. lobectomy 12M,Dead

7 Arai13) F Total 36M Extended rt. lobectomv 60M,Dead

8 Kuroda14) 1984 F Proximal 34M Extended rt. lobectomy 28M,Al市 e

9 Aokil勢 F Total
Ｍ

Ｍ 熱!討鑑 組)
26M,Alive
8取I,Alive

Hokita M Total 33WI Rt. lobectomy 4M,Alive

Michite M Proximal 50 4ヽ
EI騨

宮鴛肝1盤8獄押y

Sugiura M Subtotal 36M Partial resections(S8,Lat.)

Ishibashi16) F Subtotal 24M Lt. lobectomy 5M,Dead

Ishibashi16) 1990 M Total 31M
Extended rt. lobectomy*
Partial resections*E.I. 9M,Alive

Kubo17) 1991 M
Total

(residual)
OM Partial resection (rt. lobe) 13M,Alive

Authors' 1992 M Proximal 20M Partial resections(S4,5) 41M,Alive

(掛EI監]濫篭登器
ett embdセahon)
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肝以外に転移のないこと,3.肝 転移は多発性でもよい

が,両 葉びまん性でないこと,4.患 者の全身状態が肝

切除に耐えうること,が あげられる。本邦においては

1980年以降当院の 1例 を含めて16例の肝切除例1い～16)

が報告されている (Table l).肝切除後の生存期間は

1か 月～ 5年 であ り,平 均19,1か月である。この中に

は 2年 以上の長期生存例が 5例 見いだされる。今回わ

れわれが報告 した症例 1で は, 3年 4か 月の長期無再

発生存を得てお り,肝 切除は有効な治療法であると思

われた。肝動脈塞栓術に関していえば,平 滑筋肉腫の

肝転移では腫瘍血管の増生が認め られ ることが多

く1の,肝動脈塞栓術の良い適応であ り,これを反復施行

す ることに よって長期生存 を得た報告 も認め られ

る1助l"。 し かし肝動脈塞栓術により完全寛解を得た報

告はなく,今 回報告 した症例 2に おいても4年 10か月

生存中であるものの,腫 瘍径は漸増 しており, さらに

骨転移を生じている。今回報告 した 2症 例は,原 発巣

におけるhistologic gradeの違いはあるが,両 者を比

較した場合,肝 切除を行った症frllの方が予後に期待が

もてるのは明白であ り,た とえ転移巣が多発であって

も切除可能であれば,肝 切除を第 1選択 とすべきであ

ると考えられた。
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Two Cases of Liver Metastases from Gastric Leiomyosarcoma

Kimimasa Ikeda, Nobuhiro Shibata, Naoki Fujimoto, Takao Aikawa,
Naozumi Higaki and Sadao Noguchi

Department of Surgery, Nishinomiya Municipal Central Hospital

We report two cases of liver metastasis from gastric leiomyosarcoma with long-term survival. In case 1 the
patient was a 70-year-old man who was diagnosed as having liver metastasis from gastric leiomyosarcoma 1 year
and 7 months after proximal gastrectomy. Partial resection of liver metastases and adjuvant chemotherapy via the
portal vein was performede. The patient had survived 3 years and 5 months after the liver resection without
recurrence. In case 2 the patient was a 5l-year-old man who was diagnosed as having liver metastasis from gastric
leiomyosarcoma 2 years and 8 months after total residual gastrectomy. Transcatheter arterial embolization (TAE)
was performed three times without reduction of the liver metastases. The patient has survived 4 years and 10
months after diagnosis of liver metastasis. Although the prognosis for patients with liver metastasis from gastric
leiomyosarcoma is poor, both of these patients have survived for a long time. The mean survival period for 16
patients in the Japanese literature after resection of liver metastases from gastric leiomyosarcoma is 19.1 months,
and 5 patients survived over 2 years, We suggest that resection of liver metastases from gastric leiomyosarcoma be
performed when it is indicated,and when it is not, that TAE be performed many times to achieve long survival.
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